



















らが作成した愛情と過保護の 2つの因子から成る ParentalBonding Instrument 
にて評価した。人格特徴は、 Cloningerらが作成した 7つの因子から成る























副王寺査委員 法-1 ~L ¥ だdι
菌l審査委員 す釘利/ヲ
審査終了日:平成 21 年 1 月 5 s 
I論文審査結果要旨]
本論文は、両親の養育態度と人格の関係を多数の健常成人を対象に調査した
ものである。国際的に評価の確立した検査法を日本人に適応することにより、
日本人における両親の養育態度と人格の関係を初めて明らかにした。結果とし
て、養育態度が人格に与える影響は子供および親の性別により質的に異なるこ
と、親の養育態度は男性の人格へより強く影響することを見いだした。
これまで明確には示されてこなかった親の養育態度と子供の人格の関係が明
らかになったことにより、健常人だけでなく、種々の精神障害の発症に対する
親の養育態度や人格の関与についての研究が、今後さらに発展すると考えられ
る。
以上より、本研究には重要な新知見が含まれており、結果に対する十分な考
察もなされていた。本研究で得られた成果は、精神疾患に関する環境要悶の関
与の解明に道を開くものと期待怠れる。本審査委員会では、全員一致して、博
士(医学)論文にふさわしいものと判断し、合格左した。
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